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英語論文の書き方講座
実践編 全3回

講師︓小野 義正 先生

1977年東京大学大学院理学系研究科博士課程修了後、イリノイ大、
ケース・ウェスタン・リザーブ大でポスドクを経験。1982年日立製
作所日立研究所に入社し、国際交流室長等を歴任。英語論文・口頭
発表の添削指導に携わる。その後、日立製作所基礎研究所、研究開
発本部、東京大学大学院工学系研究科で、科学・技術英語教育を担
当。2014～2022年3月　理化学研究所創発物性科学研究センターに
て、研究及び英語論文指導に携わった。
『ポイントで学ぶ科学英語論文の書き方（改訂版）』 『ポイントで
学ぶ英語口頭発表の心得』『ポイントで学ぶ国際会議のための英語』
等、著作・編集多数。

元・理化学研究所創発物性科学研究センター
12/5 　英語らしい英語の書き方
12/12 日本人英文を脱するために                         
12/19  日本人英文の間違いと論文の改訂・推敲

主　　催　　日本医科大学、日本獣医生命科学大学、アンファー株式会社    
お問合せ　　しあわせキャリア支援センター　　03-3822-2131（代）ext:5504、5502
お申込み　　　 app-shien@nms.ac.jp　     https://one-health.jp/　　　

2023年12月
5,12,19日(火)
17:00-18:00 　
オンライン開催

「英語論文の書き方・基礎編」の動画

（学内限定の配信）

INFORMATION 小野 義正先生　
対象　日医大、日獣大、アンファー(株)、
　　　全国ダイバーシティネットワーク
　　　東京ブロック参画機関に所属する
　　　教職員、学生
申込　各回とも開催日前日が締切
　　　こちらから  ▶

昨年行った「英語論文の書き方セミナー（基礎編）」に続けて、世界の研究者
にわかってもらえる英語論文が書けるために役立つ下記の項目を議論します。
様々な分野の研究者の英語論文執筆に役立てていただけると思います。
第１講義 : 英語らしい英語の書き方を議論します。良い科学英語論文を書くに
は、論文が持つべき論理と論文構成（IMRAD）に従って論文を書く必要があ
ります。日本語の論理と英語の論理は異なるので、その違いを押さえて英語論
文を書かなくてはなりません。このためには、論文英語のスタイルと英語表現
のルールに従って書くことが必要です。

第２講義︓日本人英語を脱するための方策として、日本語的英文⇒英語的英文への変換、英語論文の各項
目の書き方、英語論文で避けるべきポイントを議論します。
第３講義︓日本人に多い英語の間違いを正す、英語論文改訂のチェックポイント、英語論文の推敲の仕方
について議論します。


